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   インフルエンザの予防及び感染拡大の防止等の適切な対応について 

 

標記については、「社会福祉施設等におけるインフルエンザ及びノロウイルス対策の徹底について」

（平成３１年１月１８日付け通知）により依頼していますが、全国的に高齢者施設におけるインフルエ

ンザ集団感染が相次いで報告されており、県内においても報告されているところです。 

  つきましては、下記のことに留意の上、インフルエンザの予防及び感染拡大の防止等について適切な

対応の徹底をお願いします。 

記 

１．「高齢者介護施設における感染症対策マニュアル」の活用について 

厚生労働省から別添（裏面）のとおり通知がありましたので、同マニュアルを活用の上、インフル

エンザ対策の徹底をお願います。（同マニュアルはきのくに介護ｄｅネットにも掲載しています。） 

２．発生予防対策及びまん延防止対策の徹底について 

対策例を記載しますので、対応の参考としてください。なお、対策に当たっては、配置医、嘱託医、

協力医療機関と連携するとともに、必要に応じて保健所の助言、指導を求めて下さい。 

・発生予防対策・・・・十分な休養、バランスの良い食事・栄養摂取、マスク・手洗い・消毒の徹底、

流行前のワクチン接種 

・まん延防止対策・・・医師の診察、まん延防止対策（ベッドコントロール、予防投薬、面会禁止、シ

ョート・デイ受入中止、入所者・職員の階をまたいだ移動制限、換気、検温回

数の増）、施設内感染症対策委員会の開催・研修 

３．集団発生時の報告について 

「社会福祉施設等における感染症等発生時に係る報告について」（平成17年2月22日付け厚生労

働省通知）に基づき、次のア、イ又はウの場合は、市町村等の社会福祉施設等主管部局に迅速に、感

染症又は食中毒が疑われる者等の人数、症状、対応状況を報告するとともに、併せて保健所に報告し、

指示を求めるなどの措置を講じてください。 

ア 同一の感染症若しくは食中毒による又はそれらによると疑われる死亡者又は重篤患者が1週間内

に2名以上発生した場合 

イ 同一の感染症若しくは食中毒の患者又はそれらが疑われる者が10名以上又は全利用者の半数以

上発生した場合 

ウ ア及びイに該当しない場合であっても、通常の発生動向を上回る感染症等の発生が疑われ、特に

施設長が報告を必要と認めた場合 

   和歌山県介護サービス指導室 

TEL 073-441-2527 



 

 

 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


